
 

 

 

確率分布の平均  E X m が存在しない（意味を持たない）例を２つ紹介する。  

【例１・離散型】  
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となり， X は確率変数となっている。しかし，  
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であるから，平均値は発散し意味を持たない。  

 

【例２・連続型】                  
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とすると，    f x f x  であるから 0x  に関して対称であるのに，平均値を持たない。  
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となり，ここで tanx  とおくと
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つまり Arctan a  とすると，  
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となり，  f x は確率密度関数である。ところで，  
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これは不定形であり，この積分は意味を持たない。  
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